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「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
こ
数

年
の
こ
と
だ
が
、
概
念
自
体
は
と
く
に
新

し
い
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
泊
ま

り
が
け
で
ス
キ
ー
に
行
き
、
滑
っ
た
あ
と

に
温
泉
や
食
事
を
楽
し
む
の
も
、
プ
ロ
野

球
の
ナ
イ
タ
ー
を
観
戦
後
、
フ
ァ
ン
仲
間

と
飲
食
を
し
て
宿
泊
す
る
の
も
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
。「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

や
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
同
様
、
ス
ポ

ー
ツ
と
い
う
「
体
験
」
を
組
み
込
ん
だ
旅

行
の
こ
と
だ
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
話
題
な
ど
で
ス
ポ
ー
ツ
熱
が
高
ま
り
つ

つ
あ
る
今
は
、
業
界
を
挙
げ
て
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
好
機
。
プ
ロ
ス

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
「
体
験
」が

旅
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
る

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
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じ
ゃ
ら
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分
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温
泉
地

16
狭
域
日
帰
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
動
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す

子
ど
も
視
点
の
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地
元
観
光
案
内
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
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35

価
値
と
感
動
を

生
み
出
す
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
マ
エ
ス
ト
ロ
の
肖
像
」

和
食
料
理
人
／
日
本
料
理「
賛
否
両
論
」主
人

笠
原
将
弘
氏

研
究
テ
ー
マ
の
進
捗
報
告

こ
ち
ら
Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究
室

さ
と
み
ん
が
ゆ
く
！ 

今
号
の
こ
だ
わ
り
産
品

東
京
都
小
笠
原
産

無
農
薬
コ
ー
ヒ
ー

連
載

　

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し



スポーツ市場拡大のための、
若者スポーツツーリズム研究レポート
「ゴルフ市場に関する実態調査」「Ｊリーグ観戦実態調査」
2012年の調査（※）によると、ジョギング・ランニング人口は1000万人を突破。
2014年はソチオリンピック・パラリンピック、サッカーワールドカップブラジル大会など、
メガスポーツイベントの開催で、スポーツへの注目度はますます上昇中だ。
本特集では、じゃらんリサーチセンター（以下ＪＲＣ）が実施した２つの調査を軸に、
スポーツを観光に活かす「スポーツツーリズム」のあり方を考えてみよう。
※笹川スポーツ財団「スポーツライフに関する調査報告書」より

スポーツは新たな
観光資源だ！

「みる」スポーツ誘致で聖地化、
ご当地マラソン大会で予想外の経済効果も！？
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ポ
ー
ツ
を
活
用
し
て
誘
客
、
市
民
参
加
型

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
な
ど
、
地

域
に
よ
っ
て
取
り
組
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
に

考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
種
類
と
、
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
や
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
（
Ｐ
４
）。
さ
ら
に
、
Ｊ

Ｒ
Ｃ
が
行
っ
た
ゴ
ル
フ
市
場
調
査
（
Ｐ
５

〜
）、Ｊ
リ
ー
グ
観
戦
市
場
調
査（
Ｐ
９
〜
）

の
結
果
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
振
興
す
る
た
め
の
戦
略
を

考
え
て
み
た
い
。
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体
験
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
主
に

「
す
る
」
も
の
と
「
み
る
」
も
の
が
あ
る
。

前
者
は
ゴ
ル
フ
や
マ
ラ
ソ
ン
、
ス
キ
ー
の

よ
う
に
自
ら
行
う
も
の
。
後
者
は
サ
ッ
カ

ー
や
野
球
な
ど
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心

と
し
た
い
わ
ゆ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
観
光
振
興
と
い
え
ば
、

ま
ず
は
こ
れ
ら
「
す
る
」
人
、「
み
る
」

人
を
対
象
に
し
た
集
客
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」
人
を
呼
ぶ
代
表

的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
い
え
ば
、
最
近
全
国

各
地
で
定
着
し
つ
つ
あ
る
ご
当
地
マ
ラ
ソ

ン
大
会
（
事
例
❶
参
照
）。
交
通
規
制
等

の
手
続
き
は
必
要
だ
が
、
大
が
か
り
な
施

設
が
不
要
な
点
は
、
ゼ
ロ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
地
域
に
は
魅
力

的
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ル
フ
場
や
ス
キ
ー

場
な
ど
既
存
の
施
設
を
擁
す
る
地
域
な
ら
、

こ
れ
を
活
用
し
な
い
手
は
な
い
。「
み
る
」

人
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
集

客
が
中
心
と
な
る
が
、
地
域
に
Ｊ
リ
ー
グ

や
プ
ロ
野
球
が
な
く
て
も
方
法
は
あ
る
。

た
と
え
ば
サ
ー
フ
ィ
ン
や
自
転
車
競
技
、

な
ど
、
一
般
的
に
は
マ
イ
ナ
ー
と
も
思
え

る
が
見
応
え
の
あ
る
大
会
を
い
ち
早
く
誘

致
で
き
れ
ば
、「
聖
地
」
と
し
て
の
ブ
ラ

ン
ド
化
も
夢
で
は
な
い
（
事
例
❷
参
照
）。

会
場
に
ご
当
地
グ
ル
メ
や
土
産
物
の
屋
台

を
出
店
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
事
業
者
の

収
益
に
も
つ
な
が
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
「
す
る
」「
み
る
」

人
以
外
に
見
逃
せ
な
い
の
が
、
ス
ポ
ー
ツ

を
「
支
え
る
」
人
た
ち
に
よ
る
広
が
り
だ
。

　

た
と
え
ば
地
方
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
、

選
手
と
と
も
に
家
族
な
ど
の
応
援
者
が
地

域
を
訪
れ
、
経
済
効
果
が
数
倍
に
ふ
く
ら

む
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
事
業
と
し
て
大

会
ス
タ
ッ
フ
を
雇
え
ば
費
用
が
か
さ
む
が
、

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
域
内
の
人

材
を
募
れ
ば
、
そ
の
人
た
ち
の
動
き
に
よ

る
経
済
効
果
も
期
待
で
き
る
。
多
く
の
地

域
住
民
が
対
応
す
る
こ
と
で
、
来
訪
者
の

多
様
な
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
、
満

足
度
ア
ッ
プ
、
ひ
い
て
は
「
ま
た
来
た
い
」

と
思
わ
せ
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
や
す
い
。

さ
ら
に
温
か
い
「
お
も
て
な
し
」
が
話
題

と
な
れ
ば
、
地
域
イ
メ
ー
ジ
も
向
上
。
２

０
０
２
年
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

カ
メ
ル
ー
ン
チ
ー
ム
の
合
宿
地
と
な
っ
た

中
津
江
村
（
※
）
が
よ
い
例
だ
。

　

と
は
い
え
、
実
際
に
ス
ポ
ー
ツ
で
人
を

呼
ぶ
に
は
市
場
自
体
の
拡
大
も
必
要
だ
。

Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
若
年
層
対
策
が
急
が
れ
る

ゴ
ル
フ
と
Ｊ
リ
ー
グ
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
実
施
。
こ
れ
ら
を
例
に
、
ス
ポ
ー
ツ
で

人
を
呼
ぶ
た
め
に
把
握
し
て
お
く
べ
き
こ

と
や
、
調
査
デ
ー
タ
の
活
か
し
方
を
み
て

み
よ
う
。

「
支
え
る
」人
に
よ
る
広
が
り
が

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
醍
醐
味

「
す
る
」「
み
る
」人
を
呼
び
込
み
、

「
支
え
る
」住
民
が
集
客
力
を
上
げ
る

ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」
人
「
み
る
」
人
が
集
ま
れ
ば
地
域
経
済
は
活
性
化
す
る
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
の
が
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
魅
力
。

注
目
し
た
い
の
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
「
支
え
る
」
人
の
存
在
だ
。

はじめに

図１  スポーツツーリズムの広がり

スポーツ
ツーリズム
とは？

※カメルーン代表チームの到着が予定から大幅に遅れたことで注目され、村を挙げての素朴で温かいもてなしが全国的に話題となった。

地域の内外からスポーツを「する」人や「みる」人が集まるだけでなく、「する」
人の応援に同行する人、地域でスポーツに関わる住民ボランティアなど、「支
える」人の生み出す効果も大きい

み
る
み
る
み
る

地域
サッカー、
野球
etc.

ゴルフ、
マラソン
スキー
etc.

地域外

支
え
る
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る
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る
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る
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る
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事例❶「する」スポーツ

事例❷「みる」スポーツ

とくしまマラソン

佐賀インターナショナルバルーンフェスタ

2013年出走エントリー／1万279人
2013年公式応援隊／約40団体800人

2013年参加機数／13の国・地域より101機
2013年集客数／81万4000人（5日間）

概要
制限時間7時間、高低差の少ない
コースで初心者に優しい。公式募
集する「やるでないで応援隊」ほ
かの応援が阿波踊りなどで沿道
を賑わす。

概要
熱気球向きの気候を活かして
1980年に始まり、現在は競技フ
ライト開催地として有名に。運営
はボランティア中心の市民組織
が行う。

JRC check！
ランニングブームの今、マラソン大会はどこも大盛況。交
通量が少ないほうが開催しやすく、ランナーを「支える」
人の集客も可能。沿道の応援やランナーに飲食物を提
供する「エイド」でご当地感も演出できる。海があれば人
気上昇中のトライアスロンも開催可能だ。

JRC check！
メジャーなプロスポーツでなくても、土地に合う、誘致し
やすいスポーツはあり、試合の開催により「聖地」化す
ることもできる。広大なスペースがあり、交通調整がしや
すいなど、人口密集地でないからこそ誘致できるスポー
ツがあることにも着目したい。
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ゴ
ル
フ
は
年
齢
や
体
力
を
問
わ
ず
楽
し

め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
。
国
内
に
は
約
２
５

０
０
の
ゴ
ル
フ
場
が
存
在
し
、
観
光
需
要

と
も
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
近
年
ゴ
ル
フ
人
口
は
大
き
く

減
少
し
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
人
口
が
ピ
ー
ク

時
に
あ
っ
た
１
９
９
０
年
代
半
ば
と
そ
の

15
年
後
を
比
較
し
た
図
２
を
見
る
と
、
単

純
な
人
口
減
少
（
上
段
）
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
ゴ
ル
フ
人
口
が
減
少
し
て
い
る
の
が

わ
か
る
。
２
０
１
１
年
の
段
階
で
は
、
60

歳
以
上
の
シ
ニ
ア
層
で
ゴ
ル
フ
人
口
の
増

加
が
み
ら
れ
、
現
在
こ
の
層
が
市
場
を
支

え
て
い
る
が
、
今
後
は
高
齢
化
と
と
も
に

消
滅
し
て
減
少
傾
向
に
転
ず
る
と
予
想
さ

れ
、ゴ
ル
フ
業
界
の
「
２
０
１
５
年
問
題
」

と
し
て
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
１
９
９
５
年

に
は
年
間
３
万
人
だ
っ
た
ゴ
ル
フ
場
来
訪

者
が
、
２
０
２
５
年
に
は
１
万
７
２
０
０

人
に
な
る
と
い
う
試
算
も
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
ゴ
ル
フ
は
、
体
力
的
に
は
多

く
の
人
が
取
り
組
み
や
す
い
一
方
で
、
ゴ

ル
フ
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
車
が
不
可
欠
で

あ
り
、
道
具
や
ラ
ウ
ン
ド
（
ゴ
ル
フ
場
で

コ
ー
ス
を
回
る
こ
と
）
料
金
で
お
金
が
か

か
る
。
車
を
持
た
ず
、
お
金
に
余
裕
の
な

い
現
代
の
若
年
層
に
は
何
か
と
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
の
だ
。
加
え
て
、
楽
し
む
た
め
に

は
あ
る
程
度
上
達
す
る
必
要
が
あ
り
、
初

心
者
が
参
入
し
づ
ら
い
事
情
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
新
規
プ

レ
ー
人
口
を
獲
得
す
る
方
策
は
あ
る
の

か
？　

こ
れ
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
ま

ず
は
ゴ
ル
フ
実
施
者
の
意
向
に
つ
い
て
調

査
す
る
こ
と
と
し
た
。

若
年
層
で
ゴ
ル
フ
人
口
が
激
減

業
界
が
抱
え
る「
２
０
１
５
年
問
題
」

リ
ゾ
ー
ト
で
プ
レ
ー
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
ゴ
ル
フ
は
、

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
も
活
用
し
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
が
、

こ
こ
15
年
で
大
き
く
プ
レ
ー
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。

調査概要

調査目的
ゴルフ市場の需要を担う実施者層の実態と今後の
エントリー促進の方向性を把握するために実施。
調査結果は業界関係者の参考とする。

調査名
ゴルフ市場に関する実態調査

調査対象
一次調査／全国20～69歳の男女25000サンプル
二次調査／上記25000サンプルのうち全国20～
34歳の男女700サンプル

※二次調査の対象者の内訳
□ゴルフ経験者（ラウンド経験あり）のうち
エントリー層／現在20～29歳で、この3年以内
で初めてゴルフコースをまわった  200サンプル
ストッパー層／現在21～34歳の人で、20～29歳
で初めてゴルフコースをまわり、この１年以内に
コースを回っていない  100サンプル

□ゴルフ未経験者のうち
トライアル意向層／現在20～29歳で、これまで
に練習・ラウンドともゴルフをしたことはないが、
今後はじめたいと思っている（＝潜在層）200サ
ンプル
無関心層／現在20～29歳で、これまでに練習・
ラウンドともゴルフをしたことはなく、今後も意向
がない200サンプル

調査方法
インターネットによるアンケート調査

調査期間
2013年9月25日（水）～29日（日）

背景

研究レポートコ
ア
層
の「
引
退
」が
迫
る
が

新
規
参
入
は
非
常
に
少
な
い

図2  ゴルフ市場を取りまく需要基礎数値
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ゴルフ人口（46.8％減）

国勢調査（年齢別人口動態）、総務省・社会生活基本調査（ゴルフ人口）をもとに編集部で作成

（単位：千人）
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1995年
2010年

1996年
2011年

20
代
の
プ
レ
ー
人
口
は
増
や
せ
る
か
？

「
ゴ
ル
フ
市
場
に
関
す
る
実
態
調
査
」

「
す
る
」
ス
ポ
ー
ツ
の
代
表
格
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
ゴ
ル
フ
だ
が
、

社
会
の
変
化
に
伴
っ
て
始
め
る
き
っ
か
け
や
続
け
る
理
由
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

プ
レ
ー
人
口
を
増
や
す
に
は
ど
ん
な
層
に
ど
う
働
き
か
け
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

若者スポーツ
ツーリズム
プロジェクト

7,478
5,921

8,558
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9,895
6,426

8,788
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10,619
8,033

8,922
7,644

7,953
8,664

7,475
10,037

6,396
8,210

7,984
12,904

ゴルフ熱断層

2015年消滅

2020年消滅

2025年消滅
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484 
151

1,460 
359

2,070 
650

1,741 
771

1,619 
897

1,626 
938

2,124 
779

1,557 
889

1,134 
880

687 
1,106

333 
730

217 
882

1
ゴルフ

2011年増加

2011年減少
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ゴ
ル
フ
経
験
者
に
始
め
た
き
っ
か
け

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
家
族
・
友
人
」
が

44
％
、「
仕
事
関
係
」
が
43
％
と
ほ
ぼ
同

率
（
図
４
）。
た
だ
し
年
代
別
に
見
る
と
、

年
代
が
低
い
ほ
ど
「
家
族
・
友
人
」
の

割
合
が
高
く
、
60
代
で
は
38
％
で
あ
る

の
に
対
し
、
20
代
で
は
61
％
と
な
っ
た
。

20
代
の
中
で
も
と
く
に
20
〜
24
歳
で
は

「
家
族
／
友
人
・
計
」
が
75
％
、「
親
に

誘
わ
れ
た
」
も
39
％
と
多
い
。
以
前
は

仕
事
上
の
人
間
関
係
が
き
っ
か
け
で
始

め
る
人
が
多
か
っ
た
の
が
、
現
在
は
そ

う
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

基
本
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
か
ら
見
直

す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

い
え
る
。

 

「
今
後
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
み
た
い
か
」
と

い
う
問
い
に
は
、
全
体
の
38
％
が
「
意
向

あ
り
」
と
回
答
（
図
５
）。
最
も
若
い
20

〜
24
歳
に
つ
い
て
は
、
男
性
の
36
％
、
女

性
の
29
％
が
、未
経
験
に
も
関
わ
ら
ず「
意

向
あ
り
」
と
回
答
し
て
い
て
、
現
状
で
ゴ

ル
フ
実
施
者
の
少
な

い
若
年
層
に
つ
い
て

も
、
決
し
て
意
向
そ

の
も
の
が
低
い
わ
け

で
は
な
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う

な
層
に
ゴ
ル
フ
を
始

め
て
も
ら
う
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
。

こ
の
点
を
考
え
る
た

め
、
二
次
調
査
で
は

20
代
を
中
心
と
し
た

若
年
層
を
対
象
に
絞

り
、
さ
ら
に
詳
し
い

デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。

　

対
象
者
全
員
に
ゴ
ル
フ
（
練
習
場
で
の

練
習
も
含
む
）
の
経
験
が
あ
る
か
を
尋
ね

た
結
果
が
図
３
。
全
体
の
経
験
率
は
30
％
、

そ
の
う
ち
ラ
ウ
ン
ド
経
験
者
は
21
％
だ
っ

た
。
概
ね
年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
経
験
率
が

高
く
、
最
も
経
験
率
が
高
い
層
は
60
代
男

性
（
56
％
）。
50
代
以
上
の
男
性
は
半
数

以
上
が
経
験
者
で
あ
り
、
現
在
市
場
を
支

え
て
い
る
の
が
シ
ニ
ア
層
で
あ
る
こ
と
が

こ
こ
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
性
別
で
は

男
性
の
41
％
が
経
験
者
で
あ
る
の
に
対
し
、

女
性
で
は
20
％
と
、
性
別
に
よ
る
差
の
大

き
さ
も
見
て
取
れ
る
。

き
っ
か
け
は「
会
社
」で
は
な
く「
友
人
」「
親
」。

20
代
で
も「
や
っ
て
み
た
い
」意
向
は
高
い

一
次
調
査
は
、
20
〜
69
歳
の
ゴ
ル
フ
対
象
人
口
全
体
に
実
施
。

ゴ
ル
フ
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
の
有
力
な
「
き
っ
か
け
」
と

「
未
経
験
だ
が
や
っ
て
み
た
い
」
意
向
の
強
い
層
を
洗
い
出
し
た
。

一次
調査

も
っ
と
も
経
験
率
が
高
い
の
は

50
代
、
60
代
の
シ
ニ
ア
層
男
性

経験率

「
仕
事
の
つ
き
あ
い
」か
ら

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
へ
と
変
化
？

きっかけ

ゴ
ル
フ
未
経
験
の
若
年
層
も

実
は「
や
っ
て
み
た
い
」

意向

50

図4  ゴルフをはじめたきっかけ

（n=5189）

（n=326）

（n=114）

（n=212）

（n=634）

（n=1168）

（n=1462）

（n=1599）

20代
（20-24歳）

（25-29歳）

30代
40代
50代
60代

親に誘われた
友達に誘われた

配偶者に誘われた
彼・彼女に誘われた

勤務先の同僚に誘われた

その他
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た
い
と
考
え
て
い
る
人
が
少
な
い
こ
と
が

分
か
る
。

　

こ
れ
か
ら
若
年
層
を
ゴ
ル
フ
に
誘
う
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ら
、
職
場
単
位

で
利
用
し
や
す
い
仕
組
み
よ
り
、
友
人
同

士
が
誘
い
合
い
や
す
い
仕
組
み
や
、
親
子

で
プ
レ
ー
し
や
す
い
プ
ラ
ン
な
ど
を
打
ち

出
す
ほ
う
が
効
果
的
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
、
意
向
は
あ
り
な
が
ら
実
際
に
は

行
っ
て
い
な
い
「
ト
ラ
イ
ア
ル
意
向
層
」

に
、
ゴ
ル
フ
の
イ
メ
ー
ジ
を
尋
ね
て
み
た

（
図
７
）。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
メ
ー
ジ
で
圧
倒

的
に
多
か
っ
た
の
が
、「
お
金
が
か
か
る
」

（トライアル意向層／複数回答、単位：％）図7  ゴルフのイメージ
0 706040 5010 20 30

お金がかかる

敷居が高い感じ

中年っぽい

うまくなるまで時間がかかる

仕事がらみの

上司のご機嫌取り

時間をたくさん使う（時間がかかる）

マナーやルールにうるさい

周囲に気をつかう

めんどうな

ストレスがかかる

地味な

環境破壊

見栄っぱりな

大人のスポーツ

セレブな

健康によい

楽しめる

生涯楽しめる

奥が深い

ステータスある

おしゃれな

コミュニケーションの一環

レジャーの一環

かっこいい

スマートな

あこがれの

ストレス発散

その他

あてはまるものはない
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に
は
、
気
兼
ね
な
く
、
時
に
は
教
え
て
も

ら
う
な
ど
し
な
が
ら
プ
レ
ー
で
き
る
相
手

と
回
る
方
が
、
続
け
る
こ
と
に
意
欲
的
に

な
れ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

同
様
の
傾
向
は
、
ゴ
ル
フ
は
未
経
験
だ

が
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
「
ト
ラ
イ

ア
ル
意
向
層
」
に
も
見
ら
れ
る
。
ト
ラ
イ

ア
ル
意
向
層
を
対
象
に
「
誰
か
ら
誘
わ
れ

た
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め
て
み
た
い
か
」
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
最
も
多
い
の
が
「
友
達
」

（
78
％
）、
次
い
で
「
家
族
・
親
戚
」（
38
％
）、

「
彼
氏
・
彼
女
」（
30
％
）
と
続
く
（
図
６
）。

一
方
で
、「
勤
務
先
の
同
僚
」「
勤
務
先
の

上
司
」「
取
引
先
や
仕
事
関
係
の
人
」
に

つ
い
て
は
す
べ
て
10
％
に
満
た
ず
、
仕
事

上
の
関
係
を
き
っ
か
け
に
ゴ
ル
フ
を
始
め

　

二
次
調
査
で
は
、
20
代
を
中
心
と
し
た

若
年
層
を
表
１
の
よ
う
に
分
類
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
比
較
、
検
討
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
ゴ
ル
フ
経
験
者
の
う
ち
、
続
け

て
い
る
人
（
以
下
、
エ
ン
ト
リ
ー
層
）
と

や
め
て
し
ま
っ
た
人
（
以
下
、
ス
ト
ッ
パ

ー
層
）
で
傾
向
に
差
が
出
た
の
は
、
初
め

て
ゴ
ル
フ
を
し
た
と
き
の
同
行
者
だ
（
表

２
）。
母
数
（
ｎ
）
は
少
な
い
が
、
エ
ン

ト
リ
ー
層
で
は
、
ゴ
ル
フ
（
ラ
ウ
ン
ド
）

デ
ビ
ュ
ー
時
の
同
行
者
が
友
達
、
親
だ
っ

た
割
合
が
相
対
的
に
高
く
、
ス
ト
ッ
パ
ー

層
で
は
、
同
行
者
が
勤
務
先
の
同
僚
、
上

司
だ
っ
た
割
合
が
高
い
。
さ
ら
に
ス
ト
ッ

パ
ー
層
の
中
で
も
、
通
算
１
回
の
み
で
や

め
て
し
ま
っ
た
人
は
、
同
行
者
が
勤
務
先

の
同
僚
、
上
司
だ
っ
た
割
合
が
と
も
に
４

割
以
上
と
、
よ
り
こ
の
傾
向
が
強
く
出
た
。

実
力
に
自
信
の
な
い
ゴ
ル
フ
デ
ビ
ュ
ー
時

気
兼
ね
な
い
同
行
者
と
な
ら
し
て
み
た
い
が

最
大
の
ネ
ッ
ク
は「
お
金
」の
問
題

実
は
意
向
の
高
い
20
代
を
、
実
際
に
動
か
す
に
は
何
が
必
要
か
？

若
年
層
を
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類
し
、
違
い
を
見
て
い
く
こ
と
で

ゴ
ル
フ
を
す
る
理
由
、
し
な
い
理
由
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

二次
調査

（トライアル意向層／複数回答、単位：％）図6  希望の同行者

友達

家族・親戚
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勤務先の上司

取引先や仕事関係の人

その他
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3.0
1.0

一
緒
に
や
っ
て
み
た
い
の
は

友
人
、親
な
ど
身
近
な
人

同行者

高
額
イ
メ
ー
ジ
が
ネ
ッ
ク
だ
が

実
際
は
そ
ん
な
に
高
く
な
い
？

お金

Golf

表1  二次調査における調査対象者の分類

経験者

未経験者

①エントリー層
②ストッパー層
③トライアル意向層
④無関心層

あり
あり
なし
なし

続けている
やめてしまった

意向あり
意向なし

ゴルフ経験 現在

「続けている」「やめてしまった」など定義の詳細はP5の調査概要を参照

表2  ゴルフデビュー時の同行者 （ゴルフ経験者／複数回答、単位：％）

エントリー層（n=200）
ストッパー層（n=100）
通算2回以上（n=71）
通算1回のみ（n=29）
エントリー（－）ストッパー

44.5
30.0
35.2
17.2
14.5

7.0
4.0
5.6
ー
3.0

24.5
32.0
25.4
48.3
-7.5

25.0
21.0
21.1
20.7
4.0

24.5
35.0
31.0
44.8
-10.5

11.5
7.0
5.6
10.3
4.5

1.5
7.0
7.0
6.9
-5.5

友達 彼氏・
彼女

勤務先の
上司

家族・
親戚

勤務先の
同僚

取引先や仕
事関係の人 その他

■差が10ポイント以上　■差が-10ポイント以上
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の
練
習
」
や
「
コ
ー
ス
に
出
て
か
ら
楽
し

め
る
ま
で
」
の
回
数
や
時
間
の
イ
メ
ー
ジ

で
、
ト
ラ
イ
ア
ル
意
向
層
は
エ
ン
ト
リ
ー

層
の
倍
以
上
。
当
然
、
単
価
×
回
数
、
時

間
で
算
出
す
る
「
練
習
に
か
か
る
費
用
」

「
コ
ー
ス
に
出
て
か
ら
楽
し
め
る
ま
で
に

必
要
な
費
用
」
も
大
き
く
な
り
、
総
計
に

も
大
き
な
差
が
出
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

未
経
験
者
が
、
実
際
の
相
場
観
を
知
っ

て
い
る
は
ず
の
経
験
者
よ
り
必
要
金
額
を

高
く
見
積
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

実
情
が
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
。
イ
メ
ー
ジ
の
ず
れ
が
原
因
で
参
入

が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

点
を
解
決
す
る
こ
と
で
、
本
来
意
向
が
高

い
は
ず
の
若
年
層
が
動
い
て
く
れ
る
可
能

性
は
増
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

65
％
。つ
い
で
、「
敷
居
が
高
い
感
じ
」「
中

年
っ
ぽ
い
」
と
続
く
。
反
対
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
イ
メ
ー
ジ
で
は
、「
大
人
の
ス
ポ
ー
ツ
」

の
57
％
が
ト
ッ
プ
。以
下「
セ
レ
ブ
な
」「
健

康
に
よ
い
」
が
続
く
。

　

始
め
た
い
の
に
始
め
ら
れ
な
い
理
由
に

つ
い
て
も
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
で

も
お
金
に
関
わ
る
こ
と
が
上
位
を
占
め
た

（
図
８
）。
ト
ラ
イ
ア
ル
意
向
層
の
半
数
以

上
が
「
ど
の
く
ら
い
お
金
が
か
か
る
か
分

か
ら
な
い
」
と
回
答
。
さ
ら
に
「
練
習
に

お
金
が
か
か
り
そ
う
」「
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

や
ゴ
ル
フ
ウ
ェ
ア
に
お
金
が
か
か
り
そ

う
」「
ゴ
ル
フ
場
を
回
る
の
に
お
金
が
か

か
り
そ
う
」
と
、
ト
ッ
プ
５
の
う
ち
４
つ

が
お
金
に
ま
つ
わ
る
事
柄
と
な
っ
た
。
同

時
に
、「
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な

い
」（
38
％
）、「
教
え
て
く
れ
る
人
が
い

な
い
」（
18
％
）
な
ど
、
ラ
ウ
ン
ド
ま
で

に
あ
る
程
度
上
達
が
必
要
な
ゴ
ル
フ
な
ら

で
は
の
事
情
も
上
位
に
挙
が
っ
た
。

　

で
は
ト
ラ
イ
ア
ル
意
向
層
は
い
っ
た
い
、

ゴ
ル
フ
に
ど
の
く
ら
い
お
金
が
か
か
る
と

考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
４
つ
の
層
の

す
べ
て
を
対
象
に
、
ゴ
ル
フ
に
か
か
る
費

用
と
時
間
の
イ
メ
ー
ジ
を
き
き
、
比
較
し

て
み
た
の
が
表
３
だ
。
こ
れ
を
見
る
と
、

項
目
に
よ
っ
て
経
験
者
と
未
経
験
者
で
イ

メ
ー
ジ
に
差
が
あ
り
、
総
じ
て
、
未
経
験

者
の
ほ
う
が
経
験
者
よ
り
費
用
を
高
く
見

積
も
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
大

き
な
差
が
出
た
の
は
「
コ
ー
ス
に
出
る
前

じゃらんリサーチセンター
研究員
渡邉 知
地域経済・産業振興に寄与する調
査や、実証事業の実施、研究に携
わる。

生活圏とレジャー圏の
意識を統一して活性化を
　ゴルフは、練習場とコース、即ち上
手くなるための場所と楽しむための場
所が異なるスポーツ。大抵のゴルファ
ーにとって、普段使いのゴルフ練習場
は日常生活圏内。一方で、コースは生
活圏を越え、海外を含めた非日常のレ
ジャー圏まで広がりをみせる。経営主
体が異なるゴルフ場とコースの関係者
が意識を統一し、それらをスムーズに
繋ぐための方策を全国横断で取り組
むことで、市場とゴルフを介した旅行
需要の活性化が図られると考える。

※1　０円と、それ以外の極端な低額/高額の回答を除いて算出→0を除き、分布の上下１％を削除
※2　経験者の利用金額の上限・下限内に該当しない回答を削除
※3　回答の最大値を削除

表3  ゴルフにかかる費用と時間のイメージ

ゴルフクラブ一式※1（万円）

ゴルフウエア一式（万円）

ゴルフ練習場1回あたり※2（万円）

ゴルフコース1ラウンドあたり※1（万円）

8.0 

2.2

0.4 

1.2

 

4.5

11.2

10.8

4.0

12.5

48.1

10.2

16.5

26.7

8.1 

2.7 

0.6 

1.4 

 

4.2

24.0

22.3

 

13.3

30.6

93.8

 

10.8

43.8

54.7

7.5 

2.3 

0.3 

1.2 

 

4.6

9.4

11.1

 

3.2

13.8

50.6

 

9.8

17.0

26.9

7.8 

2.5 

0.6 

1.2 

 

4.2

26.1

17.1

 

15.1

21.1

71.3

 

10.2

36.3

46.5

１ラウンドにかかる時間のイメージ（平均・時間）

コースに出る前の練習※3（平均・回数）

コースに出てから楽しめるまで（平均・回数）

練習にかかる費用　×　（万円）

コースで楽しめるまでにかかる費用　×　（万円）

コースで楽しめるまでにかかる時間　×　（平均・時間）

クラブ＋ウエア　＋　（万円）

練習＋ラウンド　＋　（万円）

総計　＋　（万円）

費用

時間・回数  

参考：平均間の乗算【費用×回数・時間】

参考：トータル金額

エントリー層
（n=185）

経験者 未経験者

ストッパー
（n=88）

トライアル
意向者
（n=188）

無関心層
（n=186）

ゴルフ
調査を活かすポイント

（トライアル意向者／複数回答、単位：％）図8  ゴルフをやりたいのに始められない理由

どのくらいお金がかかるのかがわからない

練習にお金がかかりそう

マナーやルールがわからない

ゴルフクラブやゴルフウエアなど準備にお金がかかりそう

ゴルフ場でコースを回るのにお金がかかりそう

ゴルフ場に１回行くとどのくらいの時間がかかるのかがわからない

他に趣味があるから

教えてくれる人がいない

ゴルフコースに出るためにどのくらい練習すればいいかわからない

誘ってくれる人がいない

ゴルフコースを何回くらい回ると上達するのかがわからない

ゴルフの準備をしたり、練習したりする時間がない

車がないので現地までの移動が面倒

コースを回ると、早朝から晩まで丸一日が潰れそう

日光に当たりたくない

一緒に回れるような友達がいない

休日に仕事関係のつきあいを持ち込みたくない

準備やダンドリがめんどうくさい

早起きが苦手

スポーツが苦手・自分には向いていなさそう

0 604020
55.0 

18.0 

10.5 

37.5 

17.5 

9.5 

25.5 

15.0 

7.0 

44.0 

17.5 

10.0 

35.0 

15.5 

9.0 

25.0 

13.0 

6.5 

18.0 

11.5 

担当研究員より

□同行者は「会社関係」から「友
人」「親」へ➡友人同士、親子で
誘い合いやすい仕組みづくりを

□「お金がかかる」と思われている
➡実情を広報しつつ、低料金のプ
ラン提案も必要？

□「教えてくれる人がいない」もネッ
ク➡初心者が安心してプレーで
きる環境づくり

（自由回答、平均）

A

C

C

D

E

A

F

G

G

B

I

L

H

K

F

I

L

B

E

H

K

D

G

J
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日
本
を
代
表
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
＝

「
み
る
」
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
1
つ

で
あ
る
Ｊ
リ
ー
グ
（
日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
）。
１
９
９
３
年
の
リ
ー
グ
設
立

時
に
は
10
だ
っ
た
ク
ラ
ブ
数
も
、
20
周
年

を
迎
え
た
昨
年
ま
で
に
Ｊ
１
で
18
、
Ｊ
２

で
22
の
40
ク
ラ
ブ
に
拡
大
。
さ
ら
に
２
０

１
４
年
は
Ｊ
３
も
設
立
さ
れ
、
国
内
36
都

道
府
県
で
51
ク
ラ
ブ
が
シ
ー
ズ
ン
の
ス
タ

ー
ト
を
切
る
。

 

「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
本
拠
地

を
持
ち
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
う

Ｊ
リ
ー
グ
は
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
存
在
だ
。

試
合
が
開
催
さ
れ
れ
ば
、
ス
タ
ジ
ア
ム
近

辺
で
の
周
辺
消
費
が
生
ま
れ
、
対
戦
相
手

ク
ラ
ブ
の
フ
ァ
ン
が
観
戦
に

訪
れ
れ
ば
宿
泊
ニ
ー
ズ
も
増

え
る
。
Ｊ
リ
ー
グ
振
興
の
意

義
は
地
域
に
と
っ
て
も
大
き

い
と
い
え
る
。

　

２
０
１
３
年
度
の
Ｊ
１
ク
ラ
ブ
の
１
試

合
あ
た
り
平
均
観
客
動
員
数
は
１
万
７
９

７
６
人
。
東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
２
０

１
１
年
を
除
け
ば
比
較
的
堅
調
に
推
移
し

て
い
る
。
観
客
の
年
齢
構
成
を
見
て
み
る

と
、
50
代
、
40
代
の
割
合
が
年
々
増
加
し
、

平
均
年
齢
は
こ
こ
３
年
で
38
・
６
歳
（
２

０
１
１
年
）、
39
歳
（
２
０
１
２
年
）、

39
・
５
歳
（
２
０
１
３
年
）
と
上
昇
（
図

９
）。
Ｊ
リ
ー
グ
誕
生
時
に
フ
ァ
ン
に
な

り
、
20
年
近
く
応
援
を
続
け
て
い
る
コ
ア

フ
ァ
ン
の
多
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　

し
か
し
、
将
来
的
に
Ｊ
リ
ー
グ
フ
ァ
ン

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
若
年
層
の
取
り

込
み
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で

は
若
者
の
Ｊ
リ
ー
グ
観
戦
実
態
に
つ
い
て

調
査
を
実
施
。
若
者
に
観
戦
意
向
は
ど
の

程
度
あ
る
の
か
、
観
に
行
く
き
っ
か
け
は

何
か
、
と
い
っ
た
基
本
事
項
か
ら
、
よ
り

高
頻
度
で
ス
タ
ジ
ア
ム
に
足
を
運
ぶ
よ
う

に
な
る
（
ハ
マ
る
）
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
や

ア
ウ
ェ
イ
観
戦
の
実
態
な
ど
、
と
く
に
観

光
業
界
に
と
っ
て
気
に
な
る
部
分
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
探
っ
て

み
た
。
な
お
こ
こ
で
の
「
観
戦
」
と
は
す

べ
て
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
現
地
観
戦
を
指
し

て
い
る
。

リ
ー
グ
誕
生
時
の
フ
ァ
ン
が
定
着
。

今
後
は
若
年
層
の
取
り
込
み
が
カ
ギ

昨
年
、
設
立
20
周
年
を
迎
え
た
Ｊ
リ
ー
グ
。

日
本
を
代
表
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
定
着
し
た
が
、

フ
ァ
ン
層
は
固
定
化
傾
向
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

調査概要

調査目的
「Ｊリーグ観戦」の若年層マーケット拡大の方向性
を把握するために、以下を明らかにする。
①潜在需要（意向率－実施率）を性・年代別に把
　握し、若年層のポテンシャルを把握する。
②学生層における、エントリーのきっかけを詳細に
　把握する。
③学生層における、リピート・継続・ストップ理由、
　及び、アウェイ観戦の詳細を把握する。

調査名
Ｊリーグ観戦実態調査

調査対象
一次調査／全国の18～69歳の男女 18,000サン
プル（「18～25歳」「26～29歳」「30～39歳」「40
～49歳」「50～59歳」「60～69歳」それぞれおお
よそ男女半々3,000サンプルずつ。詳細は別表参
照） 二次調査／上記18,000サンプルのうち全国の
18～25歳の男女750サンプルを割付

調査方法
インターネットによるアンケート調査

調査期間
2013年8月15日（木）～19日（月）

背景

将
来
的
な
観
客
確
保
の
た
め

若
年
層
を
取
り
込
み
た
い

若
年
層
フ
ァ
ン
を
獲
得
す
る
に
は
？

「
Ｊ
リ
ー
グ
観
戦
実
態
調
査
」

「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」
を
持
ち
、
地
域
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
Ｊ
リ
ー
グ
。

そ
の
フ
ァ
ン
層
の
拡
大
は
、
旅
行
市
場
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

ス
タ
ジ
ア
ム
観
戦
者
を
増
や
す
ポ
イ
ン
ト
を
調
査
結
果
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

（リーグ平均、単位：％）

出典：Jリーグスタジアム観戦者調査2013サマリーレポート
調査対象者は、40クラブのホームゲーム来場者、11歳以上の男女個人。年度ごとに有効回答者数が
異なるためnで示した。

50

図9  Ｊリーグのスタジアム観戦者の年齢分布の推移

 2013 （n=17114）
 2012 （n=16594）
 2011 （n=16318）
 2010 （n=16222）
 2009 （n=15887）
 2008 （n=14281）
 2007 （n=12823）
 2006 （n=12806）
 2005 （n=12885）
 2004 （n=11993）
 2003 （n=11663）
 2002 （n=19270）
 2001 （n=7390）

0 100

6.5 12.5 27.0 6.2 26.4 21.4 

6.7 11.8 28.46.5 23.6 23.1

6.9 5.7 13.1 27.5 26.7 20.0 

5.9 6.1 14.1 29.4 26.3 18.3 

6.8 6.8 14.8 29.8 24.9 16.9 

5.9 6.8 14.3 31.3 25.5 16.2 

6.3 7.1 15.9 33.0 23.6 14.2 

7.4 7.1 16.3 33.7 21.8 13.7 

8.0 6.7 17.5 33.9 21.2 12.8 

8.0 7.3 19.2 34.1 19.9 11.5 

10.9 9.0 20.8 32.1 17.8 9.4 

10.8 13.0 26.7 26.9 13.7 8.8 

12.0 11.4 26.2 28.9 13.2 8.3 

11～
18歳

19～
22歳

23～
29歳

30～
39歳

40～
49歳

50歳
以上

研究レポート

若者スポーツ
ツーリズム
プロジェクト

意向層／観に行ってみたい人　150サンプル

2
Jリーグ

□Ｊリーグ観戦未経験の人のうち

※二次調査の対象者の内訳

□この３年間で初めてＪリーグを
　観に行った（エントリーした）人のうち
実施層／この１年以内に観戦したことがある人  
450サンプル。そのうち、
ライト層／この１年以内の観戦回数が1～2回  
300サンプル
ミドル・ヘビー層／この１年以内の観戦回数が3
回以上　150サンプル
ストッパー層／この１年以内に観戦していない人
（観戦回数が０回）　150サンプル
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■「全体」より5ポイント以上高
い　■「全体」より0.5ポイント
以上高い　■「全体」より0.5
ポイント以上低い

36.9

38.2

42.6

44.5

41.1

31.4

34.6

29.6

34.8

35.5

43.4

33.1

33.6

33.7

24.6

2.60

2.79

3.02

2.71

3.09

2.15

3.42

1.68

2.24

2.11

2.19

2.16

2.80

2.06

2.00

直近１年間ア
ウェイ観戦経
験あり・計（％）

平均値（回）

は
、
こ
こ
３
年
以
内
に
観
戦
デ
ビ
ュ
ー
し

た
人
の
そ
の
後
の
観
戦
状
況
を
き
い
た

（
図
11
）。
こ
れ
を
見
る
と
、
観
戦
デ
ビ
ュ

ー
は
し
た
が
直
近
１
年
間
は
１
度
も
観
戦

し
て
い
な
い（
観
戦
を
や
め
て
し
ま
っ
た
）

「
ス
ト
ッ
パ
ー
層
」
は
50
代
、
60
代
に
多
い
。

逆
に
、
直
近
１
年
間
で
３
回
以
上
観
戦
に

行
っ
た
「
ミ
ド
ル
・
ヘ
ビ
ー
層
」
は
18
〜

25
歳
で
最
多
。
一
度
観
戦
す
る
と
定
着
率

が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

ど
の
程
度
ハ
マ
っ
て
い
る
か
と
い
う
主

観
的
な
「
入
れ
込
み
度
」
に
つ
い
て
も
18

〜
25
歳
が
最
も
高
く
（
図
12
）、「
ハ
マ
っ

て
も
ら
う
」
＝
リ
ピ
ー
タ
ー
化
を
狙
う
に

は
若
い
う
ち
が
チ
ャ
ン
ス
と
い
え
る
。
さ

ら
に
18
〜
25
歳
の
層
は
ア
ウ
ェ
イ
観
戦
回

数
も
多
く
、
観
光
業
界
に
と
っ
て
は
と
く

に
重
要
な
層
と
も
言
え
そ
う
だ
。
な
お
、

ハ
マ
り
度
合
い
と
年
間
観
戦
回
数
は
概
ね

比
例
（
図
13
）。
と
く
に
年
間
３
回
以
上

観
戦
す
る
人
は
「
入
れ
込
ん
で
い
る
」
自

覚
も
強
く
、「
入
れ
込
み
度
」
の
指
標
と

し
て
は
、
年
３
回
の
観
戦
が
一
つ
の
目
安

と
な
る
だ
ろ
う
。

　

対
象
者
全
体
の
う
ち
、
す
で
に
Ｊ
リ
ー

グ
観
戦
経
験
が
あ
る
人
は
23
％
（
図
10
）。

性
・
年
代
別
で
は
20
代
後
半
〜
40
代
の
男

性
が
多
い
。
観
戦
経
験
の
な
い
人
に
は
、

今
後
観
戦
し
た
い
か
ど
う
か
と
い
う
観
戦

意
向
を
尋
ね
た
が
、「
ぜ
ひ
観
戦
し
た
い
」

「
友
達
・
家
族
な
ど
か
ら
誘
わ
れ
た
ら
観

戦
し
て
も
い
い
」
と
比
較
的
積
極
的
な
観

戦
意
向
を
見
せ
た
人
は
18
〜
25
歳
の
若
年

層
男
女
に
多
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
観
戦

経
験
者
に
初
め
て
観
戦
に
行
っ
た
と
き
の

き
っ
か
け
を
き
い
た
結
果
で
は
「
友
達
・

家
族
な
ど
か
ら
誘
わ
れ
た
」
が
約
７
割
。

と
く
に
18
〜
29
歳
で
は
こ
の
傾
向
が
強
か

っ
た
。

　

初
観
戦
以
来
の
定
着
率
を
み
る
た
め
に

若
年
層
は
観
戦
意
向
高
く
、ハ
マ
り
や
す
く

ア
ウ
ェ
イ
観
戦
に
も
よ
く
行
く
有
望
タ
ー
ゲ
ッ
ト

18
〜
69
歳
を
対
象
と
し
た
一
次
調
査
で
は
、

観
戦
意
向
、
ハ
マ
り
や
す
さ
な
ど
を
年
代
別
に
チ
ェ
ッ
ク
。

若
年
層
の
Ｊ
リ
ー
グ
フ
ァ
ン
と
し
て
の
可
能
性
を
探
っ
た
。

一次
調査

観
戦
経
験
は
少
な
い
が

意
向
は
強
い
若
年
層

実施・ 
意向

18
〜
25
歳
の
層
は
定
着
に
も

リ
ピ
ー
タ
ー
化
に
も
期
待
大

リピート

  全体 （n=18000）
  男性全体 （n=9028）
  18～25歳 （n=1528）
  26～29歳 （n=1500）
  30～39歳 （n=1500）
  40～49歳 （n=1500）
  50～59歳 （n=1500）
  60～69歳 （n=1500）
  女性全体 （n=8972）
  18～25歳 （n=1472）
  26～29歳 （n=1500）
  30～39歳 （n=1500）
  40～49歳 （n=1500）
  50～59歳 （n=1500）
  60～69歳 （n=1500）

図10  Ｊリーグ観戦（ナビスコカップ含む）の経験と意向
（性・年代別、全体／単一回答、単位：％）
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  40～49歳 （n=111）
  50～59歳 （n=98）
  60～69歳 （n=64）

図11 エントリー３年以内の観戦状況
（Ｊリーグ観戦歴３年以内の人／単一回答、単位：％）

500 100

ここでは、初観戦から3年以内の人だけを対象とし、この1年以内の観戦回数が3回以上を「ミドル・
ヘビー層」、1～2回の人を「ライト層」、0回の人を「ストッパー層」とした
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50

図12  リーグ観戦の入れ込み度とアウェイ観戦回数

あまり
入れ込んで
いない

ほとんど
入れ込んで
いない

（直近1年間で観戦経験のある人／単一回答、単位：％）

「入れ込み度」とは、回答者が自身について主観的に判断したハマり度合いのこと。左のグラフから
は若年層ほど入れ込み度が高く、右表からは若年層ほどアウェイ観戦経験が多いことが読み取れる
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  10回以上 （n=153）

図13 直近１年間のＪリーグ観戦回数とＪリーグ観戦の入れ込み度
（直近1年間で観戦経験のある人／単一回答、単位：％）
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いる・計
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■「全体」より10ポイント以上高い
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う
と
満
足
度
が
上
が
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
つ
は
観
戦
前
の
期
待
水
準
だ
（
図

16
）。
観
戦
後
に
「
と
て
も
満
足
」
と
答

え
た
人
の
割
合
を
見
て
み
る
と
、
観
戦
前

に
「
と
て
も
期
待
し
て
い
た
」
人
で
73
％

と
非
常
に
高
い
。
満
足
度
ア
ッ
プ
の
た
め

に
は
、
試
合
前
か
ら
、
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の

イ
ベ
ン
ト
や
選
手
の
話
題
な
ど
、
期
待
感

を
あ
お
る
情
報
を
流
し
て
お
く
と
効
果
的

か
も
し
れ
な
い
。

　

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
同
行
者
だ
。

図
17
は
、「
友
達
や
家
族
な
ど
か
ら
誘
わ

れ
て
」
行
っ
た
人
の
初
回
観
戦
時
の
満
足

度
と
、
誘
っ
て
も
ら
っ
た
人
（
同
行
者
）

の
サ
ッ
カ
ー
知
識
の
関
係
を
見
た
も
の
。

「
と
て
も
満
足
」
と
感
じ
た
人
の
場
合
、

同
行
者
が
「
非
常
に
詳
し
い
」
と
い
う
人

が
44
％
と
比
較
的
高
い
。
初
観
戦
時
に
詳

し
い
人
が
つ
い
て
い
る
と
、
満
足
度
が
上

が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
初
観
戦
時
に
よ
か
っ
た
と
感

じ
た
こ
と
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
そ
の

後
の
観
戦
頻
度
に
よ
っ
て
や
や
傾
向
に
差

が
出
た
。
観
戦
頻
度
の
高
い
ミ
ド
ル
・
ヘ

ビ
ー
層
で
は
、「
好
き
な
選
手
を
生
で
見

る
こ
と
が
で
き
た
」「
応
援
し
て
い
た
ク

ラ
ブ
が
勝
っ
た
」「
座
席
か
ら
ピ
ッ
チ
が

近
く
、
プ
レ
ー
が
良
く
見
え
た
」
な
ど
が

高
評
価
。
一
方
、
観
戦
を
や
め
て
し
ま
っ

た
ス
ト
ッ
パ
ー
層
で
は
、「
生
で
見
る
と

迫
力
・
臨
場
感
が
あ
っ
た
」「
試
合
が
白

　

ま
ず
、
初
め
て
の
Ｊ
リ
ー

グ
観
戦
の
き
っ
か
け
に
つ
い

て
は
、
全
体
の
８
割
近
く
が

「
友
達
や
家
族
か
ら
誘
わ
れ

て
」
を
挙
げ
た
（
図
14
）。

な
か
で
も
女
性
は
誘
わ
れ
る

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
る
場

合
が
多
い
。
若
年
層
を
ス
タ

ジ
ア
ム
に
呼
ぶ
上
で
は
、「
誘

い
や
す
い
・
誘
わ
れ
や
す
い
」

仕
組
み
づ
く
り
が
カ
ギ
と
な

り
そ
う
だ
。

　

年
３
回
以
上
観
戦
し
て
い
る
ミ
ド
ル
・

ヘ
ビ
ー
層
で
は
、「
好
き
な
選
手
を
生
で

見
た
か
っ
た
か
ら
」
が
41
％
と
、
全
体
を

大
き
く
上
回
っ
た
の
も
特
徴
。
ミ
ド
ル
・

ヘ
ビ
ー
層
男
性
で
は
「
好
き
な
ク
ラ
ブ
が

Ｊ
１
や
Ｊ
２
に
昇
格
し
た
か
ら
」
も
25
％

と
目
立
つ
。
好
き
な
選
手
が
で
き
る
こ
と
、

ク
ラ
ブ
が
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
が
、
観
戦

の
き
っ
か
け
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
リ
ピ

ー
ト
の
理
由
に
な
る
と
も
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

観
戦
意
向
が
強
く
、
リ
ピ
ー
ト
の
期
待
度
も
高
い
18
〜
25
歳
。

こ
の
層
の
観
戦
を
促
す
た
め
に
有
効
な
き
っ
か
け
の
作
り
方
や

定
着
・
リ
ピ
ー
ト
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
を
探
っ
て
み
た
。

図15 最初のＪリーグ観戦時の満足度
（実施層・ストッパー層／単一回答、単位：％）

全体  （n=600）
実施層全体  （n=450）
 ライト層 （n=300）
 ミドル・ヘビー層 （n=150）
 ストッパー層 （n=150）

50 1000

初観戦から3年以内の人だけを対象とし、この1年以内の観戦回数が3回以上を「ミドル・ヘビー層」、1～2回
の人を「ライト層」、0回の人を「ストッパー層」とした
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初
観
戦
時
の
満
足
度
を
見
て
み
る
と
、

全
体
の
約
９
割
が
「
と
て
も
満
足
し
た
」

「
ま
あ
満
足
し
た
」
と
回
答
し
て
い
て
、

総
じ
て
満
足
度
は
高
い
（
図
15
）。し
か
し
、

「
と
て
も
満
足
し
た
」
に
限
っ
て
見
る
と
、

現
在
も
観
戦
を
続
け
て
い
る
実
施
層
と
観

戦
を
や
め
て
し
ま
っ
た
ス
ト
ッ
パ
ー
層
で

は
実
施
層
の
ほ
う
が
、
観
戦
回
数
の
多
い

ミ
ド
ル
・
ヘ
ビ
ー
層
と
、
回
数
の
少
な
い

ラ
イ
ト
層
で
は
ミ
ド
ル
・
ヘ
ビ
ー
層
の
方

が
そ
れ
ぞ
れ
高
い
（
詳
細
の
定
義
は
図
15

参
照
）。
コ
ア
フ
ァ
ン
と
し
て
定
着
・
リ

ピ
ー
ト
す
る
か
否
か
は
、
初
観
戦
時
の
満

足
度
に
影
響
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　

で
は
、
初
観
戦
時
に
ど
ん
な
条
件
が
揃

　

こ
こ
か
ら
先
で
ご
紹
介
す
る
二
次
調
査

で
は
、
対
象
を
18
〜
25
歳
に
絞
り
、
彼
ら

に
向
け
た
有
効
な
打
ち
手
を
考
え
る
ポ
イ

ン
ト
を
検
討
し
て
い
く
。

き
っ
か
け
づ
く
り
は「
誘
い
や
す
さ
」か
ら
。

25
歳
ま
で
に
コ
ア
フ
ァ
ン
に
育
て
る
の
が
カ
ギ

二次
調査

とても期待していた （n=162）
まあ期待していた （n=281）
期待していなかった・計 （n=130）

図16  観戦前の期待水準と観戦後の満足度の比較
（実施層・ストッパー層／各単一回答、単位：％）

500 100

観戦前の期待水準について「覚えていなかった」とした回答者を除いて集計

9.2 69.2 21.5

33.5 59.4 7.1

72.8 24.1

とても満足 満足 満足以外・計

3.1

■「全体」より5ポイント以上高い項目
※ミドル・ヘビー層とはこの1年の観戦回数が3回以上の人

（直近1年間で観戦経験のある人／複数回答、単位：％）図14  最初のＪリーグ観戦のきっかけ
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好きな選手を生で見たかったから

たまたまチケットが手に入ったから・割引になったから

サッカーが好きでテレビなどで観戦していたので、もともと行きたいと思っていた

好きなクラブがＪ１やＪ２に昇格したから

スタジアムが自宅や職場・学校から近いから（近かったから）

サッカー日本代表の試合をテレビなどで見て

ポスターやチラシなどに触発されて

サッカーをしていたので、もともと行きたいと思っていた
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生で見ると迫力・臨場感があった

点が入った（ゴールを見ることができた）

好きな選手を生で見ることができた

上手い選手の動作や技術を見ることができた

応援していたクラブが勝った

試合が白熱していて面白かった

一体感のある応援で盛り上がった

座席からピッチが近く、プレーが良く見えた

お祭りのようで楽しかった

スタジアムの風景（ピッチの芝など）に感動した

同行者や近くの人がサッカーに詳しく、
わかりやすかった

サッカー観戦を通じて同行者と親密になれた

スタジアムが快適だった（清潔・トイレの数など）

イベントやグッズ売店が充実していた

スタジアムグルメが美味しかった

サッカー観戦を通じて友人・仲間が広がった

会場スタッフのマナー・サービス
（挨拶、誘導など）が良かった

思ったより観戦にお金がかからなかった

その他

特になし・覚えていない
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深
い
。
と
く
に
女
性
に
対
し
て
は
、
試
合

の
見
ど
こ
ろ
を
教
え
る
よ
う
な
施
策
も
効

果
的
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
、
Ｊ
リ
ー
グ
観
戦
を
始
め
た
の
に

や
め
て
し
ま
う
「
ス
ト
ッ
プ
」
要
因
に
つ 

い
て
見
て
み
よ
う
。
最
も
多
か
っ
た
回
答

は
、「
特
に
理
由
は
な
い
が
な
ん
と
な
く
」

だ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
具
体
的
な
理
由
に

つ
い
て
、「
学
生
」「
社
会
人
」「
学
生
・

社
会
人
以
外
」
と
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
に

ベ
ス
ト
３
を
ま
と
め
た
の
が
表
４
だ
。

　

学
生
で
多
か
っ
た
の
は
「
就
職
活
動
や

ゼ
ミ
・
研
究
室
が
忙
し
く
て
行
き
に
く
く

な
っ
た
」と
い
う
回
答
。社
会
人
で
は
、「
仕

事
が
忙
し
く
な
り
行
き
に
く
く
な
っ
た
」

「
就
職
し
て
行
き
に
く
く
な
っ
た
」
が
多

い
。
共
通
す
る
の
は
生
活
の
変
化
と
い
う

点
だ
。
大
学
か
ら
就
職
活
動
を
経
て
社
会

人
に
な
る
人
の
場
合
、最
初
の
関
門
は「
就

職
活
動
や
ゼ
ミ
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
が
、
こ
こ
で
Ｊ
リ
ー
グ
観
戦
を
や
め

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
多
く

の
大
学
で
ゼ
ミ
や
就
職
活
動
が
始
ま
る
大

学
３
年
生
よ
り
前
ま
で
に
、
コ
ア
フ
ァ
ン

と
し
て
育
て
て
し
ま
う
の
が
得
策
と
考
え

ら
れ
る
。
Ｊ
リ
ー
グ
に
入
れ
込
ん
で
ヘ
ビ

ー
リ
ピ
ー
タ
ー
化
し
て
い
れ
ば
、
生
活
の

変
化
を
理
由
に
こ
こ
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
し

ま
う
こ
と
は
少
な
い
だ
ろ
う
。　

熱
し
て
い
て
面
白
か
っ
た
」「
お
祭
り
の

よ
う
で
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
評
価
が
目

立
つ
。
迫
力
や
雰
囲
気
は
満
足
に
は
つ
な

が
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
印
象
に
終

始
し
て
し
ま
う
と
、
定
着
・
リ
ピ
ー
ト
に

つ
な
が
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

リ
ピ
ー
ト
要
因
を
探
る
た
め
、自
ら「
Ｊ

リ
ー
グ
に
入
れ
込
ん
で
い
る
」
と
回
答
し

た
人
に
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

性
別
や
観
戦
頻
度
で
か
な
り
の
ば
ら
つ
き

が
出
た
（
図
19
）。
観
戦
回
数
の
多
い
ミ

ド
ル
・
ヘ
ビ
ー
層
に
注
目
す
る
と
、
男
性

で
は
「
好
き
な
ク
ラ
ブ
が
で
き
た
」「
好

き
な
ク
ラ
ブ
の
順
位
が
上
が
っ
た
・
昇
格

し
た
・
優
勝
し
た
」「
好
き
な
ク
ラ
ブ
に

昇
格
や
優
勝
し
て
欲
し
い
気
持
ち
が
強
く

な
っ
た
」、
女
性
で
は
「
好
き
な
選
手
が

で
き
た
」「
自
分
の
応
援
す
る
ク
ラ
ブ
や

選
手
の
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」

が
目
立
ち
、「
ク
ラ
ブ
」「
選
手
」
へ
の
愛

着
が
強
い
こ
と
が
分
か
る
。「
み
る
」
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
か
ら
に
は
当
然
の
こ
と
か

も
し
れ
な
い
が
、
や
は
り
好
き
な
ク
ラ
ブ

や
選
手
を
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
リ
ピ
ー

タ
ー
化
の
近
道
の
よ
う
だ
。

　

な
お
、
観
戦
回
数
を
問
わ
ず
女
性
だ
け

を
見
て
み
る
と
、「
応
援
で
盛
り
上
が
る

の
が
楽
し
い
」「
ル
ー
ル
が
分
か
る
よ
う

に
な
っ
た
」
な
ど
が
多
か
っ
た
の
も
興
味

図17 誘ってもらった人のサッカー知識
（友達・家族などから誘われて行った人／単一回答、単位：％）

観戦前の期待水準について「覚えていなかった」とした回答者を除いて集計

■「全体」より5ポイント以上高い項目

図18  最初のＪリーグ観戦でよかったこと
（実施層・ストッパー層／複数回答、単位：％）
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に
つ
い
て
は
、
個
々
の

順
位
こ
そ
違
う
も
の
の
、

意
向
層
と
実
施
層
の
間

の
ベ
ス
ト
３
は
す
べ
て

共
通
。
観
戦
経
験
の
な

い
人
が
、
実
際
に
観
戦

し
て
い
る
人
と
ほ
ぼ
同

じ
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、

Ｊ
リ
ー
グ
観
戦
の
面
白

さ
に
つ
い
て
は
正
し
く

伝
わ
っ
て
い
る
と
言
え

そ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
が
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

は
、「
観
戦
に
お
金
が
か
か
る
（
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
悪
い
）」
を
除
き
異

な
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。「
サ
ポ
ー
タ
ー

の
応
援
が
熱
す
ぎ
て
近
寄
り
に
く
い
」
は
、

意
向
層
で
は
30
％
が
そ
う
思
っ
て
い
る
が
、

実
施
層
で
は
ベ
ス
ト
３
圏
外
。「
解
説
が

な
い
の
で
分
か
り
に
く
い
」
は
ど
ち
ら
も

３
位
だ
が
、
意
向
層
の
21
％
が
そ
う
思
っ

て
い
る
（
意
向
層
・
女
性
は
25
％
と
さ
ら

に
多
い
）
の
に
対
し
、
実
施
層
で
は
10
％

に
と
ど
ま
る
。
実
際
に
観
戦
し
て
い
る
実

施
層
が
感
じ
て
い
な
い
こ
と
を
、
観
戦
経

験
の
な
い
人
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
実
態
が
正
し
く
伝
わ
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
。
イ
メ
ー
ジ
改
善
や
事

前
の
情
報
提
供
な
ど
で
、
実
態
を
伝
え
る

努
力
が
必
要
と
い
え
る
だ
ろ
う
。　

　

最
後
に
、
サ
ッ
カ
ー
観
戦
と
旅
と
の
関

係
を
見
る
た
め
、
ア
ウ
ェ
イ
観
戦
の
状
況

に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
ア
ウ
ェ
イ
観

戦
と
は
、
応
援
す
る
ク
ラ
ブ
の
地
元
で
は

な
く
、
対
戦
相
手
の
ス
タ
ジ
ア
ム
に
遠
征

し
て
観
戦
す
る
こ
と
。
宿
泊
を
伴
っ
た
り
、

つ
い
で
に
観
光
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

旅
と
の
関
わ
り
も
深
い
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

ア
ウ
ェ
イ
観
戦
の
き
っ
か
け
は
、
サ
ッ

カ
ー
観
戦
が
主
目
的
で
あ
る
場
合
が
全
体

の
半
数
以
上
を
占
め
る
が
、
旅
行
の
つ
い

で
、
他
の
目
的
の
つ
い
で
と
い
う
回
答
も

一
定
数
を
占
め
る
（
図
20
）。
学
生
と
社

　

こ
こ
ま
で
、
Ｊ
リ
ー
グ
観
戦
を
実
施
し

た
こ
と
が
あ
る
「
実
施
層
」
と
「
ス
ト
ッ

パ
ー
層
」
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
観
戦

経
験
の
な
い
人
は
Ｊ
リ
ー
グ
観
戦
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
観

戦
経
験
は
な
い
が
行
っ
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
「
意
向
層
」
と
、
現
在
も
観
戦
に

行
っ
て
い
る
「
実
施
層
」
を
比
較
し
な
が

ら
、「
意
向
層
」
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
分

析
し
て
み
た
（
表
５
）。

　
Ｊ
リ
ー
グ
観
戦
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
の
両
面
か
ら
尋
ね

て
み
た
と
こ
ろ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
イ
メ
ー
ジ「特に理由はないがなんとなく」（学生33.3％、社会人29.5％、学生・社会人以外42.5％）は除いた

表4  Ｊリーグ観戦に行かなくなった理由ベスト３ （ストッパー層／複数回答）

理由順位 割合（％）対象
就職活動やゼミ・研究室が忙しくて行きにくくなった
一緒に行く人がいなくなったので
引っ越したり職場・学校が変わってスタジアムに行きにくくなった
仕事が忙しくなり行きにくくなった
就職して行きにくくなった
一緒に行く人がいなくなったので
観戦にお金がかかる（コストパフォーマンスが悪い）ので
一緒に行く人がいなくなったので
テレビで見るほうがわかりやすいから・見やすいから
他の趣味ができて時間がなくなった
観戦にお金がかかる（コストパフォーマンスが悪い）ので

22.7
19.7
16.7
20.5
18.2
11.4
11.4
25.0
15.0
15.0
15.0

学生
（n=66）

社会人
（n=44）

1

2

3

3

1

2

3

1

2

2

2

表5  Ｊリーグ観戦のイメージ
（未経験・意向層、実施層／複数回答）ポジティブイメージ

理由順位 割合（％）対象
テレビで見るより迫力・臨場感がある
観客が多く熱気がある
地元のクラブの応援が盛り上がっている
地元のクラブの応援が盛り上がっている
テレビで見るより迫力・臨場感がある
観客が多く熱気がある

46.7
43.3
40.7
53.6
52.2
42.2

未経験
意向層

実施層 1

2

3

1

2

3

ネガティブイメージ
理由順位 割合（％）対象

観戦にお金がかかる（コストパフォーマンスが悪い）
サポーターの応援が熱すぎて近寄りにくい
解説がないので分かりにくい
観戦にお金がかかる（コストパフォーマンスが悪い）
スタジアムまでのアクセスが悪い
解説がないので分かりにくい

30.0
30.0
20.7
21.8
19.8
9.8

未経験
意向層

実施層 1

2

3

1

1

3

■「全体」より5ポイント以上高い項目

図19  Ｊリーグに入れ込むようになった要因
（Ｊリーグ観戦に入れ込んでいる実施層／複数回答、単位：％）

好きな選手ができた

好きなクラブができた

応援で盛り上がるのが楽しい

好きなクラブの順位が上がった・
昇格した・優勝した

自分の応援するクラブや選手のことが
分かるようになった

好きなクラブに昇格や優勝して欲しい
気持ちが強くなった

ルールが分かるようになった

応援している仲間や観客と感動を共有して

最初に観戦した際、期待以上に楽しかった

同行者がサッカー観戦が好きで一緒に行くうちに

サッカー観戦を通じて友人・仲間が広がった

サポーターや観戦仲間のグループに入った

アウェイ観戦が楽しかった

引っ越したり職場が変わって
スタジアムに行きやすくなった

その他

覚えていない
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と
い
っ
た
、
観
戦
自
体
よ
り
も
旅
に
言
及

す
る
項
目
で
は
、
直
近
１
年
間
の
ア
ウ
ェ

イ
観
戦
回
数
が
１
〜
２
回
の
人
と
３
回
以

上
の
人
で
大
き
な
差
が
つ
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
Ｊ
リ
ー
グ
フ
ァ

ン
は
最
初
は
観
戦
が
目
的
で
出
か
け
る
が
、

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
旅
に
親
し
む
よ
う
に

な
り
、
次
第
に
旅
が
行
動
の
メ
イ
ン
に
な

る
と
い
う
仮
説
も
成
り
立
つ
。
Ｊ
リ
ー
グ

フ
ァ
ン
層
の
拡
大
は
旅
行
市
場
の
拡
大
に

も
つ
な
が
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
見
え
て
き
た
若
年
層
獲
得
の

ポ
イ
ン
ト
は
左
に
整
理
し
て
み
た
の
で
、

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

会
人
で
は
、
社
会
人
で
「
他
の
目
的
の
つ

い
で
」
が
多
い
な
ど
の
特
徴
も
見
ら
れ
る
。

と
り
わ
け
注
目
し
た
い
の
は
、
観
戦
回
数

が
増
え
る
と
旅
が
主
目
的
に
な
る
割
合
が

増
え
る
と
い
う
こ
と
だ
。「
旅
行
の
つ
い

で
に
」
観
戦
し
て
い
る
（
旅
が
主
で
観
戦

が
従
）
と
答
え
た
人
を
、
直
近
１
年
間
の

観
戦
回
数
（
ア
ウ
ェ
イ
以
外
も
含
む
）
が

１
〜
２
回
の
ラ
イ
ト
層
と
、
３
回
以
上
の

ミ
ド
ル
・
ヘ
ビ
ー
層
で
比
較
す
る
と
、
ラ

イ
ト
層
が
20
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
ミ
ド

ル
・
ヘ
ビ
ー
層
は
26
％
と
多
い
。
よ
り
顕

著
な
の
は
ア
ウ
ェ
イ
観
戦
回
数
に
よ
る
違

い
で
、
直
近
１
年
間
の
ア
ウ
ェ
イ
観
戦
回

数
が
１
〜
２
回
の
人
で
は
19
％
だ
が
、
３

回
以
上
と
い
う
人
で
は
36
％
に
も
上
る
。

　

ア
ウ
ェ
イ
観
戦
の
際
の
宿
泊
率
は
全
体

で
は
45
％
だ
が
、
こ
れ
も
実
施
回
数
が
増

え
る
と
増
え
る
傾
向
（
図
21
）。
直
近
１

年
間
で
３
回
以
上
ア
ウ
ェ
イ
観
戦
を
実
施

し
て
い
る
人
で
は
、
宿
泊
率
は
59
％
ま
で

上
昇
。
２
泊
以
上
の
宿
泊
も
増
え
る
。

　

実
施
回
数
が
増
え
る
と
変
化
す
る
も
う

一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ア
ウ
ェ
イ
観
戦
の

面
白
さ
だ
（
図
22
）。
と
く
に
「
ア
ウ
ェ

イ
へ
の
行
き
帰
り
の
行
程
が
楽
し
い
」「
そ

の
土
地
の
グ
ル
メ
や
お
酒
を
楽
し
め
る
」

全体  （n=209）
ライト層 （n=97）
ミドル・ヘビー層 （n=112）
学生  （n=91）
社会人 （n=75）
学生・社会人以外 （n=43）
アウェイ1～2回／年 （n=165）
アウェイ3回以上／年 （n=44）

図20  アウェイ観戦のきっかけ
（直近１年間にアウェイ観戦経験のある実施層／単一回答、単位：％）

500

19.6 5.2 8.2 6.2 19.639.2

23.0 7.2 5.7 7.2 31.6 23.4

18.7 4.4 5.5 5.5 27.536.3

25.6 7.0 7.0 4.7 30.225.6

25.9 8.9 3.6 8.0 26.825.0

26.7 10.7 5.3 10.7 14.729.3

36.4 9.1 2.3 4.5 4.5 34.19.1

19.4 6.7 6.1 7.9 20.637.6

100

旅行のついでに
（旅の中の一つの
イベントとして）

出張や学会などの
ついでに

冠婚葬祭での
移動のついでに

自分や家族の
帰省のついでに

友人などの帰省の
時に一緒に

サッカー観戦・
応援に
誘われて

サッカー観戦・
応援のために
自主的に その他

他の目的のついで・計 サッカー観戦主目的

Jリーグ 調査を活かすポイント

じゃらんリサーチセンター
研究員
青木理恵
若年層をＪリーグに呼び込み、旅
行市場拡大も目指す「Ｊマジ！20」
プロジェクトを担当。

アウェイ旅がますます
楽しくなるＪリーグに注目
　観戦者の37％はアウェイ観戦を楽
しんでおり、敵地に乗り込み応援をす
る高揚感だけでなく、その土地の観光
やグルメが楽しみ、という声も多い。
2014シーズンはクラブ拠点も全国36
都道府県に増え、アウェイ旅の楽しみ
がより広がりそうだ。
　拠点がない地域も「選手」が観戦
の強い動機になりえることから●●
選手の出身地としてPRしたり、隣県に
拠点があるなら宿泊を伴う観光コー
スを提案するなど、工夫次第でＪリー
グ×旅で誘客は可能であると考える。

担当研究員より

全体  （n=209）
1～2回 （n=165）
3回以上 （n=44）

図21  アウェイ観戦にかけた宿泊日数
（直近１年間にアウェイ観戦経験のある実施層／実数回答、単位：％）

500

59.4 31.5 6.7

40.9 27.3 13.6 9.1 9.1

55.5 8.130.6

0泊
4泊

1泊 3泊2泊

5泊以上・計

100

0.5
2.4

0.6
0.6

1.0

0.9

1.3

1.2

1.0

1.1

0

0

0.6
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1.1

0.9
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1.0

2.9
1.2

図22  アウェイ観戦の面白さ
（直近１年間にアウェイ観戦経験のある実施層／複数回答、単位：％）

アウェイへの行き帰りの行程が楽しい

その土地の観光ができる

旅行気分が楽しい

その土地のグルメやお酒を楽しめる

相手クラブの応援の盛り上がりを
見ることができる

敵地で応援する緊張感が好き

敵地で対戦相手に勝つ爽快感がいい

スタジアムの雰囲気が普段と違うのが面白い

サポーターが少ないので自分の
応援が必要だと感じられる

アウェイで新たな仲間と知り合える

その他

0 604020
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39.7
35.8
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34.1
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34.9
33.9
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33.5
32.1

38.6

14.4
13.3
18.2

6.2
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ー
3回以上（n=44）
1～2回（n=165）
全体（n=209）

□きっかけは「誘われた」➡誘いやすい仕組み作りが重要

□同行者の知識で初回満足度UP➡雰囲気だけでなく
試合の面白さも必要

□リピートには好きな選手・クラブができること➡地域を
挙げての広報活動？

□ストップ要因はライフステージの変化➡変化の少ない
若いうちがねらい目！

□アウェイ観戦は宿泊旅行につながる期待大➡アウェ
イ観戦を促す仕組みづくり

J League
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調査概要
調査名
「Ｊマジ！20」会員向け調査

調査対象
全国の「Ｊマジ！20」会員の20歳の
男女  337サンプル

調査方法
インターネットによるアンケート調査

調査期間
2013年11月26日（火）～12月6日（金）

pick up data
□Ｊマジ！20を使用しての
　観戦回数…2.2回
□Ｊマジ！20を使用しての観戦の
　際の宿泊率…9.0％
□直近観戦同行人数…3.1人
□来シーズンのスタジアム観戦意向
　行きたい・計…97.9％

考察

 「する」スポーツツーリズムについては、
その地域と人は、かなり能動的に関
わることになる。滋賀県では琵琶湖を
自転車で一周する旅が自転車愛好者
の間で自然と「ビワイチ」と呼ばれる
ようになり、参加者は毎年、数千名に
上る。他の交通手段で琵琶湖周辺の
観光資源を順にめぐるという周遊企
画旅行では得られない達成感や満足
感が、自転車やウォーキング、マラソ
ン等で琵琶湖を一周することには存
在し、それが多くの人を魅了するからな
のだろう。また「する」スポーツにはリ
ピート性がある。ゴルフやスキーもそう
だが「もっと上達したい」「他の地域
やコースを訪れたい」という欲求が自
然に、かつ強く湧き、人を繰り返し地
域に呼び寄せるのだ。
　「みる」スポーツには、プロスポーツ
観戦が目的になることも多く、勝敗は
ドラマを生む。スポーツが持つ元 の々
魅力であるドラマと、旅が持つ本来の
魅力である非日常や初めての人や地
域との出会いが一緒になる時、それ
は忘れられない思い出をもたらすだろ
う。たとえば、サッカー観戦でアウェ
イに乗り込み、少数派となる応援では、
初対面の人とも仲間意識が生まれ、
すっかり仲良くなるというケースも多い
ようだ。
　スポーツを「支える」人との関わりも
旅先では強くなる。ご当地マラソン大
会に出場し、沿道に並んで見知らぬ
自分に声援を寄せてくれる地元の人に
力をもらったり、その土地ならではのグ
ルメや産品を使った給水ポイントでの
おもてなしに感動するランナーは多い。
　スポーツツーリズムには、旅をする
人を増やし、旅の感動を増幅させる要
素が満ち満ちている。じゃらんリサー
チセンターとしても、スポーツツーリズ
ムによる国内旅行市場の活性化の一
翼を担っていきたい。

旅の魅力を増幅する
スポーツツーリズム

図24  Ｊマジ！20がきっかけで行ったことがないクラブの応援に行ったか
（Ｊマジ！20を使って観戦した人／単一回答、単位：％）

全体  （n=233）
Ｊマジがきっかけで行った （n=88）
Ｊマジがきっかけで増えた （n=115）
変化ない・その他 （n=30）

500 100

Ｊマジによる
観戦回数の
変化

58.4 41.6

55.7 44.3

77.3 22.7

13.3 86.7

いいえはい

Ｊマジ！20を利用して行ったことがないクラブの応援に行った人は全体の6割弱。とくに、「Ｊマジがきっかけで行った／増えた」層は、応
援するクラブが定まっていなかった可能性も高く、好きなクラブが増えるきっかけになったとも考えられる

図25  直近のスタジアム観戦時の同行者 （Ｊマジ！20を使って観戦した人／単一回答、単位：％）

全体  （n=233）
Ｊマジがきっかけで行った （n=88）
Ｊマジがきっかけで増えた （n=115）
変化ない・その他 （n=30）

500 100

Ｊマジによる
観戦回数の
変化 67.0 13.9 7.0 12.2

65.9 3.4 20.5 10.2

63.1 11.2 12.4 13.3

40.0 23.3 10.0 26.7

友人・グループで 家族で 恋人と２人で １人で

（参考）Ｊリーグスタジアム観戦者調査2013より同伴者 （リーグ平均／複数回答、単位：％）

Ｊリーグ平均      （n=17078）
500 100

「Ｊマジがきっかけで行った」人で「恋人と2人で」が20.5％と多い。サッカーに詳しい男性が恋人の女性を誘って行ったとしたら、女性も
満足度の高い観戦ができたと思われる（P12図17参照）。通常のＪリーグでは同行者は友人や家族が多く（参考図表。複数回答のため合
計は100％にならない）、Ｊマジ！20の観戦者が従来とは違う層を形成していたことがわかる

図26  直近のスタジアム観戦時の満足度 （Ｊマジ！20を使って観戦した人／単一回答、単位：％）

全体  （n=233）
Ｊマジがきっかけで行った （n=88）
Ｊマジがきっかけで増えた （n=115）
変化ない・その他 （n=30）

500 100

Ｊマジによる
観戦回数の
変化 56.5 27.8 7.8 7.0 

71.8 20.5 3.4 2.3 2.3 

43.3 46.7 3.3 3.3 3.3 

60.5 27.5 5.6 4.7 

非常に満足 満足
どちらとも
いえない やや不満

非常に不満

1.7 

0.9 

2.3 2.3 

「Ｊマジがきっかけで行った」人の場合、非常に満足・満足で92％。調査結果にあったように、高い満足度は次につながる可能性が高い（P11
「初観戦満足度」の項参照）。Ｊマジ！20はそのきっかけになったといえそうだ

「Jマジ! 20」の取り組みと成果
スタジアム観戦促進のためのプロジェクトとして、
2013年度にＪリーグとJRCが実施した「Ｊマジ！20」。
その内容と、初年度を振り返る調査結果をご報告する。

潜在需要の高い若年層に
必要なのは強いきっかけづくり

「Ｊマジ！20」とは、20歳の人（2013年度は1993年4月2日～1994
年4月1日生まれ）全員をＪ1・Ｊ2の試合に無料招待するプロジェクト。
ゼミや就職活動が始まる前＝大学2年生までにファン化してもらうた
め20歳という年齢を設定し、無料化することで❶気軽に誘い・誘わ
れるきっかけを作り❷スタジアムに足を運ぶ回数を増やし❸費用のか
さみがちな遠方開催の試合にも出かけやすくするなど、P9～P14で
ご紹介した調査結果を踏まえた内容となっている。以下、利用者を
対象とした振り返り調査の結果をご紹介しよう。

図23  Ｊマジ！20による観戦回数の変化 （Ｊマジ！20を使って観戦した人／単一回答、単位：％）

全体  （n=233）
今シーズンから （n=73）
2～3年以内 （n=40）
4～5年以内 （n=22）
6年以上前 （n=98）

50

21.4 59.2 17.3

30.0 62.5 7.5

71.2 26.0

13.6 59.1 22.7 4.5

0 100

37.8 49.4 11.2 1.7 

0

1.4 1.4

2.0

その他
Ｊマジ！２０があったことでの
変化は特になかった

Ｊマジ！２０があったのでスタジアムへ
行く回数が増えた

Ｊマジ！２０があったので
スタジアムへ行くことになった

初回スタジアム
観戦

1.41.4

Ｊマジ！20があったのでスタジアムを訪れたという新規層が増加。あわせてすでに通っていた人の頻度向上にも貢献した。なお、観戦歴が
長い人に「変化がなかった」人が多いのは、Ｊマジ！20の有無にかかわらず行くコアファンである可能性が考えられる

16.3 33.1 53.4 3.3

ひとり 友人 家族 その他


